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認知症バリアフリー交流会

共生社会の実現に向けた取組発表①

生活協同組合の取り組み



生活協同組合の概要

▌ 生協とは
「消費生活協同組合法（生協
法）に基づいて設立される協同
組合のひとつで、利用者である
組合員自身が出資し、利用決定
や運営に参画しています。

▌ 事業種類は
宅配や店舗での商品供給、
共済、医療・福祉事業など
を行っています。

▌ 組合員組織として
組合員同士の助け合い活動
やくらしに関わる学習活動
など、各地域で幅広い活動
に取り組んでいます。
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生協法と定款

▌生協法第１条

• この法律は、国民の自発的な生活協同組織の発達を図り、もって国民
の生活の安定と生活文化の向上を期することを目的とする。

▌日本生活協同組合連合会定款第１条

• この生活協同組合連合会（以下「会」という。）は、購買・共済・医
療・福祉・住宅等の事業を行なう生活協同組合及び生活協同組合連合
会（以下「組合」という。）の全国的連帯を促進し、民主的運営によ
り、事業の発展を図り、消費者・市民の自立と協同、生活文化の向上、
世界平和に寄与することを目的とする。
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協同組合原則：行動の指針

▌第1原則 自発的で開かれた組合員制

▌第2原則 組合員による民主的管理

▌第3原則 組合員の経済的参加

▌第4原則 自治と自立

▌第5原則 教育、訓練および広報

▌第6原則 協同組合間協同

▌第7原則 コミュニティへの関与
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多くの生協が連合会に加入

組合員数：3,063万人（前年比100.7％）
総事業高：3兆7,379億円（前年比100.8％）
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生協への加入率

2022年度
世帯加入率

県名

50％超 宮城県、北海道、
兵庫県、福井県、
岩手県、宮崎県

全国世帯の約４割が生協に加入

５



【参考】全国コープ福祉事業連帯機構の概要

1. 法人名：一般社団法人全国コープ福祉事業連帯機構（略称：コープ福祉機構）

2. 住所：東京都渋谷区

3. 代表者：代表理事 森政広・多村孝子

4. 設立：2022年６月17日

5. 社員数：50法人（2025年10月現在）

6. 主な社員：生活協同組合、生活協同組合連合会、生協を母体に設立された
社会福祉法人等

7. 設立目的：生協グループの福祉事業を発展強化させることにより、誰もが
安心して自分らしく暮らし続けることのできる地域づくりへ貢献する。ま
た、社員による協同事業展開及び社員法人への経営支援機能を強化する

※ 生協グループ全体で福祉介護事業を行っているのは約150法人、収入は約
1,300億円
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生協グループで宣言中の法人（宣言順・2025年11月4日時点）

1. 日本生活協同組合連合会

2. （一社）全国コープ福祉事業連帯機構

3. 福井県民生活協同組合

4. 生活協同組合コープあいち

5. 生活協同組合パルシステム埼玉

6. 日本医療福祉生活協同組合連合会

7. （社福）協同福祉会

8. みやぎ生活協同組合
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日本の生協の2030ビジョン

1. 生涯にわたる心豊かなくらし
2.安心してくらし続けられる地
域社会

3. 誰一人取り残さない、持続可
能な世界・日本

4.組合員と生協で働く、誰もが
活き活きと輝く社会

5. より多くの人がつながる生協
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生活協同組合を通じた互助の取り組み

組合員による助け合い活動等

生協事業を通じた地域貢献

行政・諸団体との連携による地域づくり

生協の認知症バリアフリーの取り組み
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生活協同組合を通じた互助の取り組み

組合員による助け合い活動等

生協事業を通じた地域貢献

行政・諸団体との連携による地域づくり

生協の認知症バリアフリーの取り組み
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組合員による助け合い活動
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組合員による助け合い活動の取り組み経過

▌ 班や地域の活動を基礎とした、日常的な助け合い活動の広がり

▌ ボランティア活動や多彩な助け合い活動の広がり⇒1983年最
初の「くらしの助け合いの会」が現・コープこうべでスタート

▌ 1986年厚労省「生協のあり方に関する懇談会」報告書にて、
生協の福祉活動が強調される。

▌ 1986年「福祉助けあい活動交流会（第1回）」が開催される。

• くらしの助け合い活動は、ボランティア活動（無償）や制度的な対応とは異
なる「謝礼金」を介在させた会員制度による有償性を持ったボランティア活
動として位置付けられます。

• このことにより、利用会員と活動会員の対等・平等性を明確にし、また、組
織的な対応で、利用者への継続的・効果的な援助も可能となる活動です
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コープこうべ「くらしの助け合い」の仕組み

出典：コープこう
べホームページ
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生協しまねから始まった、地域と連携した「おたがいさま」の取り組み

▌ 運営の基本

① 会員制ではない（応援者でもあり利用者でもある）

② 年会費なし（運営費とする）

③ 自立的組織（スモールスタート：くらしの助け合いの会では他の事業活動
と同様に当該県全域展開を前提にするが、おたがいさまはローカルに足場
を固めて設立する）

▌ コーディネートの基本
① やりたい人が創る世界：やりたい、応援したいという自発的意思の尊重。顔の見

える範囲を大事にする。

② いつでも、だれでも：いつでも開かれており、出入り自由。参加の資格や条件を
できるだけつくらない。

③ 困ったら、みんなで考える：とりあえるやってみるの精神。

④ 当事者が自分たちで決める：当事者自身が手助けして欲しいことを決める。組
織・コーディネーター側が判断しない。
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生協しまね「おたがいさま」の仕組み

▌ 手助けをしてほしい
ことは、その人自身
が決めます。

▌ できる時にできる範
囲で応援します。

▌ コーディネーターは、
両者の想いを共感的
に受け止めつなぎま
す。

▌ 関わる一人ひとりが
「私ならどうするか、
どうありたい
か・・・」を出し合
い、すり合わせるこ
とを基本に捉えます。

※ 一人ひとりの私(当事者性)を大切にしながらより良い運営や活動を進めます。
※ 上記の利用料・応援料は各おたがいさまによって異なります。

出典：生協しまねホームページ
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生活協同組合を通じた互助の取り組み
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生協事業を通じた社会貢献
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生協事業を通じた社会貢献

出典： 生協の社会的取り組み報告書2025
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宅配・店舗事業での貢献

▌宅配事業
• 全国で約2万5千台(2022年)の生協の配送車が地域ネットワークを

活かし、ふだんのくらしを支えています。

• 全都道府県で宅配事業が行われています。

• 山間部、離島等を含め広域で食材を配達しています。行政はじめ地
域の諸団体との連携が進んでいます。

▌店舗事業
• 全国で938店舗(2022年度)、大型店・小型店など地域のニーズに応

じたさまざまな店舗運営を展開しています。

• 店舗の積極的なリニューアルに取り組んでいます。

• 移動販売車・地域への訪問便など、全国で248台の移動販売車が運
用中です。行政からの協力要請も増えています。

出典：日本生協連事務局作成資料
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宅配・店舗事業での貢献

◼宅配で離島のくらしを支える
生協しまね

• 隠岐の島に3か所目のステーションを開設、豊かな
離島のくらしを支える。

◼店舗での「ゆっくりレジ」
みやぎ生協、コープふくしま

• 自分のペースで支払えるレジが59台店舗に。高齢
者や子ども連れに好評。

出典： 生協の社会的取り組み報告書2025

20



宅配・店舗事業での貢献：コープこうべ

◼ 「買いもん行こカー」
• 買い物困難な高齢者を自宅から店舗まで送迎する無料の送迎車

です。曜日と時間を決めて毎週乗り合い方式で実施。「お店へ
出掛け自分で商品を選ぶ」という当たり前の生活の維持のため
の取り組みです。のべ15万1,206人(36店舗31台、2023年
度)が利用されています。

◼ 「買い物支援」＋「ボランティア」
• 買いもん行こカーと連携した取り組みが広がっています。組合

員さんがボランティアで、商品を探すお手伝いやレジでの付き
添い、荷物の見守りなどを行っています（13店舗で実施）。
組合員さんから「お顔見知りの人がいて、安心して買い物がで
きる」との声もいただいています。

◼ 福祉車両の空き時間を活用
• 豊岡市社会福祉協議会の協力で、福祉車両の空き時間を活用し

た地域買いもん行こカーが８月に運行開始。月1回程度、買い
物にお困りの高齢者を自宅からコープデイズ豊岡まで無料で送
迎します。「買物困難者等への支援に関する協定」に基づく取
り組み。

出典：日本生協連事務局作成資料
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生活協同組合を通じた互助の取り組み
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生協の認知症バリアフリーの取り組み
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宅配事業のインフラを活用した「地域見守り活動」協定締結

▌ 全国で96生協が、全市区町村（1,741）の75.1％にあたる1,308市区町村と協定を締
結（2025年3月末現在）

▌ 県内全市町村と締結したのは、青森県、岩手県、宮城県、茨城県、千葉県、埼玉県、富
山県、石川県、福井県、岡山県、鳥取県、山口県、徳島県、佐賀県の計14県

• 前回届けたものがそのまま残っている・・・
• ポストに郵便物が入ったまま・・・
• インターホンに応えない・・・
• 電気がつきっぱなし・・・
組合員に定期的に商品や夕食を届ける担当者だからこそ、
気づける異変があります。

例えば、ユーコープ（神奈川・山梨・静岡）においては、
配送担当者から年間約100件の報告が入ります。旅行や入
院で不在だったケースもありますが、約20件は自宅内で倒
れていたというような緊急事態でした。

出典：日本生協連事務局作成資料
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生活協同組合を通じた互助の取り組み
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人材育成：認知症サポーター養成の取り組み

増加する単身高齢世帯や認知症高齢者を地域のネットワークを通じて支
えるため、認知症を正しく理解し、認知症の方やその家族を温かく見守
る応援者とし、また安心して生協をご利用いただけるように組合員・職
員における認知症サポーター養成に取り組んでいます。

• 認知症サポーターキャラバ
ン・メイト数2,084人（81会
員生協+日本生協連） 
（2025年3月末時点）

• 生協内キャラバン認知症サ
ポーター合計人数50,931人
（53会員生協） （2025年3
月末時点）

• 認知症サポーター養成講座開
催回数124回、認知症サポー
ター数1082 （2024年度実
績）

出典：日本生協連ホームページ
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地域連携の取り組み その１

会員生協の行政等との地域見守り協定（2025年2月28日現在）

• 地域購買96生協（うち職域生協5生協）で、33都道府県、
1,300市区町村、63社会福祉協議会他と締結しています。

• うち、県内全市町村と締結したのは、青森県、岩手県、宮城
県、茨城県、千葉県、埼玉県、富山県、石川県、福井県、岡
山県、鳥取県、山口県、徳島県、佐賀県の14県となってい
ます。

会員生協の行政との包括連携協定

• 全国の38生協、県連4生協で221件の包括連携協定を締結し
ています。

地域共生社会への貢献に向けて、行政や社会福祉協議会、地域運営
組織、NPO、企業など多様な地域主体との地域ネットワークづく
りを、地域の実情にあわせて取り組みを進めています。

出典：日本生協連ホームページ
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地域連携の取り組み その2

民間の代表として以下に参加しています。

• 医療介護総合確保促進会議構成員（民間介護事業推進委員会代表
委員）

• 社会保障審議会 介護保険部会委員（民間介護事業推進委員会代
表委員）

• 社会保障審議会 介護保険部会介護分野の文書に係る負担軽減に
関する専門委員会委員（民間介護事業推進委員会代表委員）

地域共生社会への貢献に向けて、行政や社会福祉協議会、地域運営
組織、NPO、企業など多様な地域主体との地域ネットワークづく
りを、地域の実情にあわせて取り組みを進めています。

出典：日本生協連ホームページ
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社内制度

介護が必要になった職員に対して、各種制度を設けています。

• 介護休職制度

• 介護休暇制度

• 介護時短制度等

また、介護制度利用に関する専用の

問い合わせ窓口を設置し、職員から

の相談に応じています。

出典：日本生協連ホームページ
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環境整備 その1

高齢者のコミュニティ・社会参画の場づくりや、誰もが安心して自
分らしく暮らし続けることのできる地域づくりに貢献する取り組み
を進めています。

• 組合員による自主自発的な活動で、
ふれあいサロン、配食・お食事会、
高齢者や子育て中の家庭への家事
援助を行う有償ボランティアなど、
多様な援助活動を通じて地域の中
で助け合いの心を育んでいます。

• 地域のつながりづくり、介護予防
や安否確認の役割も果たしていま
す。

出典：日本生協連ホームページ
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環境整備 その2

高齢者のコミュニティ・社会参画の場づくりや、誰もが安心して自
分らしく暮らし続けることのできる地域づくりに貢献する取り組み
を進めています。

• 地域包括ケアシステム構築に向け、
「くらしの安心」のニーズに応えた福
祉介護事業を展開しています。

• 在宅サービスと合わせて「小規模多機
能」などの地域密着型サービスも拡
がっています。

• また、生協が母体の社会福祉法人では、
特養など施設系サービスも行なってお
り、全体では1,200億円を超える事業
規模（他に医療事業が約2,600億円
超）になっています。

出典：日本生協連ホームページ
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実践事例：福井県民生活協同組合 その1

私のペースでいいんだ・・・

セルフ会計の「ゆっくりレジ」高齢者や子連れママに好評

• 福井県民生協では、店舗全店で
「ゆっくりレジ」を設置し、利用
客が焦らずに会計できる仕組みを
整えています。

• マニュアルに基づき店員の研修も
行い、▽大きな声ではっきり発音
▽重たいかごを運ぶ▽レシートは
別に渡す、などを行うよう心掛け
ています。

• また、利用客が希望すれば、袋詰
めや精算などもお手伝いします。

出典：インターネット
ニュースシニアバズ！
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実践事例：福井県民生活協同組合 その2

“ハタラク”デイサービス

認知症があっても、地域の一員として生きがいを。 

• 介護を受ける側・される側
ではなく、共に過ごす仲間
として参加していただいて
います。

• 地域とつながること、ハタ
ラクことが「生きがい」に
なっています。

• 初めは認知症であることを
苦しんでいたご利用者が、
今では「そんなこと忘れて
しまう」と仰います。

出典：生協の介護くらしラボ
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実践事例：生活協同組合コープあいち その1

高齢者でも注文しやすい環境づくりとして、簡易版OCR
注文用紙を導入。 

• 通常のOCR注文用紙と比べ、注文でき
る商品数は限定されますが、写真付きで
掲載。

簡易版OCR注文用紙

通常のOCR注文用紙

出典：東海コープ
サスティナビリティレポート

• 各組合員の購買履歴
を基に、よく利用さ
れる商品を掲載し、
注文のし忘れを防ぐ
ことにもつながって
います。
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実践事例：生活協同組合コープあいち その2

地域でつながる地域サロン

3つの視点（組合員・ふくし・地域）を大切に

組合主体の居場所づくりを推進

出典：コープあいち
サスティナビリティレポート

34



認知症バリアフリーの取り組みを、ごいっしょ
にさらに前へと進めていきましょう！

ご清聴ありがとうございました。
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